
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

(資料)経済産業省「商業動態調査」資料より作成。(注)下図・実線は三か月移動平均線。 

日本経済の消費活動を小売販売額で見ると、自動車等の販売は供給制約の緩和から改善傾

向を示したものの、飲食業等オミクロン株感染拡大等の影響から全体として振るわず、12

月では前年水準を下回る結果となった。百貨店売上等を含む各種商品については、わずか

ながらプラスとなり、年末に向けて底固い動きを見せたものの、全体としては弱い状態が

続いている。潜在的な消費意欲は強いものの、オミクロン株感染の急拡大等を受け、さら

にインフレ圧力も加わり、消費活動は厳しい環境が続いている。 

 

日本経済:消費動向・小売販売額 
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